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人間の五感における知覚の割合







目の構造と見え方の変化



この見え方は、何の病気でしょうか？①

白内障：目のかすみ・色彩の変化・複視・羞明感



この見え方は、何の病気でしょうか？②

緑内障：視野狭窄・眼痛・失明に繋がる



この見え方は、何の病気でしょうか？③

加齢黄斑変性症



アムスラーチャートで簡易検査が可能



考えてみましょう！

１．見えにくいことで、どのような気持ちになるか？

２．見えにくいことで、生活の中でどのような影響があ

るか？

３．目の健康を保つためにはどのようことが必要か？



他者の意見



演習Ⅰ 手引き歩行（ガイドヘルプ）

【 ガイドヘルプの基本的ルール 】

① 利用者の正面から声をかける

② 手の甲で合図をし、斜め前に立ち、肘をつかんでもらう

③ 狭いところは肘を曲げる

④ 動くとき、曲がるときは状況をわかりやすく説明する

⑤ 障害物の前には一旦停止する。

⑥ いすやテーブル等には、実際に手で触れてもらう

⑦ 階段では、手すりにつかまり歩いてもらう



演習Ⅱ 白杖（盲人安全つえ）を
使って歩いてみましょう

白杖の３つの機能
① 情報 ② 安全 ③ シンボル



白杖を使って歩いてみた感想



体験で気づいたこと

【視覚障がい者の立場で】

【ガイドヘルプを行ってみて】



私たちが心がけるべき目の健康は？

•目を休ませる → 夜のスマホを控える

目を温める

•ビタミン、DHAのある食事を摂る

•ブルーライトカットをする



生活の中で必要なこと・理解すべきこと①



生活の中で必要なこと・理解すべきこと②



生活の中で必要なこと・理解すべきこと③



本日の授業を通してわかったこと


